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六
月
の
声
を
聞
く
と
誰
し
も
が
梅
雨
を
思
い
浮
か
べ

少
し
憂
欝
な
気
持
ち
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
今
年
の
六

月
は
少
し
違
う
▼
四
年
間
心
待
ち
に
し
て
い
た
サ
ッ
カ
ー
・

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
、
今
月
十
二
日
よ
り
七
月
十
三
日

(

現
地
時
間)

に
か
け
て
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
る
。
世

界
ラ
ン
キ
ン
グ
四
十
七
位
と
、
こ
の
と
こ
ろ
低
迷
中
の
日

本
代
表
チ
ー
ム
だ
が
、
日
本
神
話
に
も
登
場
す
る
八
咫
烏

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
着
け
た
代
表
選
手
の
活
躍
に
期
待

し
た
い
▼
天
・
地
・
人
の
三
本
の
足
を
持
つ
八
咫
烏
は

太
陽
の
化
身
と
さ
れ
る
。
日
本
で
は
梅
雨
前
線
に
太
陽
が

隠
さ
れ
が
ち
だ
が
、
南
半
球
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
ど
う
だ
ろ

う
。
熱
帯
地
域
で
あ
る
た
め
温
暖
で
は
あ
る
が
季
節
は
冬

｢

太
陽
の
国｣

と
言
わ
れ
る
彼
の
国
で
、
八
咫
烏
は
常
に

姿
を
現
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
▼
日
本
の
二
十
三
倍
も

あ
る
広
大
な
国
土
を
持
つ
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
、
競
技
開
催
都

市
の
標
高
差
は
、
２
０
０
ｍ
か
ら
１,
２
０
０
ｍ
、
気
候

差
は
真
夏
か
ら
真
冬
と
厳
し
い
。
約
一
ヵ
月
に
及
ぶ
大
会

期
間
中
、
選
手
一
人
一
人
の
健
康
管
理
も
大
き
な
戦
略
の

一
つ
に
な
ろ
う
。
テ
レ
ビ
観
戦
を
す
る
我
々
も
、
寝
不
足

に
悩
ま
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
折
り
し
も
体
調
を
崩
し
易
い

こ
の
時
期
、
夜
半
よ
り
朝
に
か
け
て
の
試
合
観
戦
は
少
し

厳
し
い
感
が
あ
る
が
、
世
界
各
国
か
ら
集
う
ト
ッ
プ
選
手

の
妙
技
を
見
逃
す
訳
に
も
い
か
な
い
だ
ろ
う
▼
決
勝
戦
が

終
わ
る
頃
に
は
、
梅
雨
明
け
が
待
っ
て
い
る
。
そ
の
一
週

間
後
に
は
浜
降
祭
も
待
っ
て
い
る
。
憂
鬱
な
気
持
ち
を
引

き
ず
ら
な
い
よ
う
�
ボ
ー
ル
を
ゴ
ー
ル
に
導
く
�
�
勝
利

に
導
く
�
八
咫
烏
の
霊
力
を
信
じ
、
体
調
を
万
全
に
し
て

臨
み
た
い
。

(

大
関
光
佐
雄)
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千
数
百
年
の
歴
史
を
有
し
、
相
模
国

の
歴
史
や
文
化
の
様
子
を
今
に
伝
え
る

古
式
豊
か
な
国
府
祭
が
五
月
五
日
に
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
こ
の
祭
事
は
、
端
午
祭
・

天
下
祭
と
も
呼
ば
れ
、
古
く
は
国
府
が

置
か
れ
た
大
磯
町
に
、
一
之
宮
寒
川
神

社
を
始
め
二
之
宮
川
勾
神
社
、
三
之
宮

比
々
多
神
社
、
四
之
宮
前
島
神
社
、
平

塚
八
幡
宮
の
五
社
の
神
輿
が
参
集
し

相
模
国
の
国
造
り
を
再
現
、
天
下
泰
平

と
五
穀
の
豊
穣
を
祈
る
祭
典
で
す
。

早
朝
、
社
頭
を
発
輿
し
た
神
輿
は
道

中
沿
道
の
方
々
の
奉
迎
を
受
け
、
国
府
本
郷
の
神
揃
山
に
着

御
し
、
神
揃
山
祭
を
執
行
致
し
ま
し
た
。

正
午
に
は
、
寒
川
神
社
と
川
勾
神
社
が
互
い
に
一
之
宮
を

主
張
し
た
時
の
様
子
を
儀
式
化
し
た
も
の
と
さ
れ
る
、
古
式

『

座
問
答』

が
執
り
行
わ
れ
、｢

神
座｣

を
意
味
す
る
虎
の
皮

を
寒
川
神
社
と
川
勾
神
社
の
社
人
が
交
互
に
三
度
敷
き
あ
い

一
之
宮
を
主
張
、
比
々
多
神
社

よ
り｢

い
ず
れ
明
年
ま
で｣

と
仲

裁
さ
れ
、
例
年
に
な
ら
い
決
着
が

来
年
に
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
祭
場
を
大
矢
場
に

移
し
、
総
社
で
あ
る
六
所
神
社

と
五
社
と
の
間
で
神
対
面
の
儀

国
司
奉
幣
の
儀
等
の
祭
典
が
行

わ
れ
、
午
後
七
時
三
十
分
に
還

幸
致
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
神
揃
山
、
大
矢
場

付
近
は
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の

人
々
で
賑
い
、
各
社
か
ら
撤
下

さ
れ
た
茅
巻
が
無
病
息
災
・
厄

除
の
験
と
し
て
参
拝
者
に
持
ち

帰
ら
れ
ま
し
た
。

▲古式座問答

▲茅巻を授与

▲国司奉幣の儀

▲神揃山へ向う神輿

▲神対面の儀
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こ
の
度
神
社
本
庁
定
例
表
彰

の
栄
に
浴
し
ま
し
た
事
、
身
に

余
る
光
栄
と
恐
縮
致
し
つ
つ
衷

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。顧

り
見
ま
す
と
、
寒
川
様
に

は
子
供
の
頃
よ
り
度
々
父
に
連

れ
ら
れ
参
拝
し
、
持
ち
帰
っ
た

撤
下
の
御
供
物
を
食
す
る
時
な

ど
に
は
、
両
手
で
頭
の
上
へ
持

ち
上
げ

｢

い
た
だ
き
ま
す｣

と

言
う
よ
う
教
わ
っ
た
も
の
で
す

又
、
母
と
は
例
大
祭
の
宵
宮
に

詣
で
、
二
人
並
ん
で
賽
銭
箱
に

頭
が
ぶ
つ
か
る
程
深
々
と
お
参

り
し
て
い
た
事
は
、
今
も
鮮
明

に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

年
を
経
て
、
時
の
瀧
本
宮
司

様
と
直
接
お
話
し
す
る
機
会
を

得
た
際
は
、
有
難
い
教
え
を
戴

い
た
り
、
時
に
は
叱
咤
激
励
を

頂
い
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
代
々
の
宮
司
様

神
職
の
皆
様
、
他
関
係
者
の
皆

様
に
も
大
変
お
世
話
に
な
り

私
自
身
現
在
に
至
る
ま
で
の
人

生
に
、
大
き
な
お
力
添
え
を
戴

い
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
も
全
て
神
様
の
思
し
召
し

に
よ
る
も
の
と
、
感
謝
の
念
に

堪
え
ま
せ
ん
。

八
幡
様
の
責
任
役
員
就
任
の

ご
依
頼
を
お
受
け
し
た
際
に
は

大
変
迷
い
、
何
度
も
自
問
自
答

致
し
ま
し
た
が
、
こ
の
世
に
生

を
受
け
た
そ
の
時
か
ら
寒
川
様

に
命
名
を
戴
き
、
父
母
に
神
様

の
尊
さ
、
神
社
で
の
作
法
を
習

い
宮
司
様
を
始
め
皆
様
に
頂
い

た
御
恩
を
考
え
た
時
、
こ
れ
も

ま
た
神
様
の
思
し
召
し
に
よ
る

も
の
と
、
背
中
を
押
さ
れ
た
よ

う
な
感
覚
を
覚
え
て
お
り
ま
す

以
来
、
神
様
の
も
と
役
員
と

し
て
の
御
奉
仕
を
さ
せ
て
頂
き

な
が
ら
、
神
職
の
方
々
よ
り
日

本
の
精
神
文
化
を
教
わ
り
、
諸

先
輩
方
か
ら
の
お
話
し
を
伺
い

地
域
の
方
々
と
の
関
わ
り
を
深

め
る
中
、
先
人
よ
り
引
き
継
い

だ
伝
統
文
化
保
持
と
継
承
の
重

要
性
と
そ
の
難
し
さ
を
実
感
致

し
て
お
り
ま
す
。

大
そ
れ
た
事
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
ま
ず
は
自
分
自
身

が
敬
神
崇
祖
・
神
恩
感
謝
の
念

を
胸
に
、
微
力
な
が
ら
御
神
徳

宣
揚
の
為
奉
仕
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は

御
指
導
御
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
寒
川
様
を
始

め
町
内
各
神
社
様
の
今
後
益
々

の
弥
栄
と
、
関
係
者
皆
様
方
の

益
々
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
、
先
ず
は
右
、
表
彰

受
章
に
あ
た
り
ま
し
て
御
礼
の

御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

責
任
役
員
・
顧
問
・
参
与
・

各
種
委
員
及
び
町
内
各
地
区
総

代
の
方
々
を
対
象
と
し
、
神
社

運
営
へ
の
理
解
と
相
互
親
睦
を

目
的
と
し
た
、
神
社
視
察
研
修

が
去
る
五
月
十
日
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

本
年
は
東
京
都
赤
坂
に
鎮
座

し
、
日
清
・
日
露
戦
争
に
て
活

躍
さ
れ
た
乃
木
希
典
将
軍
を
お

祀
り
す
る
乃
木
神
社
を
正
式
参

拝
致
し
ま
し
た
。

都
内
の
中
心
部
に
も
拘
ら
ず

緑
に
囲
ま
れ
、
静
寂
と
し
た
中

で
の
参
拝
は
、
日
常
の
喧
騒
も

忘
れ
心
が
洗
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
由
緒
沿
革
の
経
緯
や

御
祭
神
の
人
柄
な
ど
を
説
明
し

て
頂
け
た
事
は
、
日
本
人
が
持

つ
べ
き

｢

精
神｣

を
再
認
識
さ

せ
、
流
行
の
最
先
端
を
走
る
東

京
と
い
う
地
に
て
古
の
心
に
触

れ
た
、
ま
さ
し
く｢

稽
古
照
今｣

で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
今
後
と
も
引
き

続
き
各
神
社
の
運
営
に
ご
尽
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

�
�

�
�

�
�

�
�

寒
川
神
社
第
四
駐
車
場

�
�

五
月
三
十
日(

金)

〜
六
月
八
日(

日)
�
�

午
前
十
時
〜
午
後
五
時
三
十
分

�
�
�
�
�
�
�
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兼
務
社
八
幡
大
神
責
任
役

員
�
川
精
二
氏
が
、
多
年
に

亘
る
神
社
運
営
へ
の
協
力
を

称
え
ら
れ
、
目
出
度
く
受
章

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
寄
せ

頂
き
ま
し
た
ご
挨
拶
を
掲
載

致
し
ま
す
。

�
�

�
�
�

八
幡
大
神
責
任
役
員

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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◆
能

江
野
島

中
森

貫
太
ほ
か

◆
狂
言

口
真
似

野
村

萬
斎
ほ
か

◆
能

鞍
馬
天
狗

観
世

喜
正
ほ
か

�
�
�
�
�

平
成
二
十
六
年
八
月
十
五
日(

金)

午
後
五
時
半

開
演
予
定

�
	


�

寒
川
神
社
境
内
特
設
能
舞
台

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

に
住
所
・
氏
名
・

�
�
�
�
�

年
齢
・
電
話
番
号
を
楷
書
で
明
記
の
う
え
左
記
要
項
に
よ

り
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※�
�
�
�
�
 
�
!
"
#
$
%
&
'

そ
れ
以
前
の
消
印

�
�
�
�
�
�

ま
た
、
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。
先
着
千
名
。(

一
人
一
枚
限
り
と
し
、
電
話
で
の
申

し
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。
ま
た
入
場
者
は
中
学
生
以
上
に
限
り
ま
す
。)

�
�
(

〒
253－

0195
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社
相
模
薪
能
係

)
*
+
,

電

話

〇
四
六
七

(

七
五)
〇
〇
〇
四

※鑑賞券の転売は固く
禁止致します｡

《往信》

《返信》

裏
面
は
記
入
な
し
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

裏
○
○
県
〇
〇
市
〇
〇
町

〇－

〇－

〇
〇
〇
〇
〇
様

(

ご
自
身
の
住
所
・
氏
名)

表 郵便番号

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町

宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社相

模
薪
能
係

表 253-0195
住
所

氏
名

年
齢

�

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…

裏

� �
� �
� �

� �
� �

���� ���� ��
���� ������

���� ������
���� ������

���� ������
���� ������

���� ������
				 						

終
戦
記
念
日
で
あ
る
八
月
十

五
日
、
先
の
大
戦
に
て
祖
国
の

為
に
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
英

霊
へ
の
慰
霊
と
恒
久
平
和
を
祈

り
、
相
模
薪
能
が
開
催
さ
れ
ま

す
。今

年
は
、
四
十
五
回
記
念
と

し
て
、
寒
川
神
社
少
年
館
の
子

供
達
も
稚
児
役
と
し
て
能
二
番

組
に
出
演
す
べ
く
練
習
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。

鑑
賞
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は

下
記
要
項
を
参
照
頂
き
、
お
申

し
込
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

�
能

｢

鞍
馬
天
狗｣

▲能 ｢江野島｣

� �
�

� �
�
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去
る
五
月
五
日
、｢

子
供
の

日
を
祝
う
会｣

が
開
催
さ
れ
地

域
の
子
供
達
を
盛
大
に
お
祝
い

し
た
。

当
日
は
、
大
小
三
五
〇
を
超

え
る
鯉
幟
が
境
内
所
狭
し
と
掲

げ
ら
れ
た
中
、
四
〇
〇
名
も
の

子
供
達
が
集
い
、
金
魚
す
く
い
・

パ
ン
食
い
競
争
な
ど
の
催
し
に

歓
声
が
響
き
、
氏
神
様
に
昔
な

が
ら
の

｢

ま
つ
り｣

の
風
景
が

広
が
っ
た
。

こ
の
催
し
は
、
一
之
宮
屋
台

ば
や
し
保
存
会
廣
田
直
志
会
長

を
中
心
に
、
屋
台
保
存
会
・
自

治
会
・
年
番
・
消
防
団
・
八
幡

大
神
総
代
ほ
か
有
志
に
よ
り
始

め
ら
れ
た
も
の
で
、
本
年
十
四

年
目
を
迎
え
た
。

子
供
達
に
と
っ
て
も
、
氏
神

様
の
境
内
で
楽
し
く
遊
ん
だ
事

が
良
い
思
い
出
と
な
り
、
自
分

の
子
供
や
孫
を
連
れ
、
昔
話
を

し
な
が
ら
こ
の
境
内
を
歩
く
姿

が
目
に
浮
か
ぶ
。
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方
徳
資
料
館
で
は

｢

祓
い
と

鎮
め｣

に
関
す
る
展
示
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

古
来
よ
り
宮
中
に
お
い
て

罪
穢
を

｢

人
形(

ひ
と
が
た)｣

に
移
し
川
に
流
す

｢

大
祓｣

が

お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
神
事
は
次
第
に
地
方
へ
と
広

が
っ
て
い
き
、
各
地
の
官
庁
に

お
い
て
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

寒
川
に
お
い
て
も

｢

木
製
人

形｣

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
古
く
よ
り
官
庁
が
こ
の
地

に
も
存
在
し
、
神
事
が
斎
行
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す

現
在
も
神
宮
を
は
じ
め
、
全

国
津
々
浦
々
の
神
社
で
水
無
月
・

師
走
大
祓
式
が
斎
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
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発

見
さ
れ
た
木
製
人
形

人
形
を
は
じ
め
墨
書
人
面
土
器

土
馬
等
を
展
示

�
�
�
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▲大祓詞を奏上 ▲大祓式

▲茅の輪くぐり
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去
る
五
月
三
日
、
寒
川
第
二

団
で
は
、
ス
カ
ウ
ト
達
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
、
恒
例
の

も
ち
つ
き
・
バ
ザ
ー
大
会
を
実

施
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
快
晴
と
な
り
、
朝
早

く
よ
り
竃
に
火
を
入
れ
、
も
ち

米
を
蒸
し
、
大
き
な
掛
け
声
と

と
も
に
次
々
と
餅
を
つ
い
て
い

き
、
き
な
こ
、
か
ら
み
、
あ
ん

こ
、
い
そ
べ
、
大
福
餅
等
に
素

早
く
製
造
し
、
多
く
の
参
拝
者

に
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
は
飛
び
入
り
で

餅
つ
き
を
体
験
す
る
小
さ
な
お

子
様
が
多
く
、
自
ら
つ
い
た
餅

を
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
お
り

ま
し
た
。

も
ち
つ
き
の
他
に
も
焼
き
そ

ば
・
花
・
野
菜
の
販
売
や
日
用

品
の
バ
ザ
ー
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、

ス
カ
ウ
ト
一
日
体
験
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
、
鯉
の
ぼ
り
が
爽
や
か

な
風
に
乗
り
悠
々
と
泳
ぐ
中

会
場
は
多
く
の
方
々
で
賑
わ
い

を
み
せ
、
盛
大
に
開
催
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
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ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
神
奈
川
連

盟
で
は
、
当
団
に
ス
カ
ウ
ト
人

口
の
増
加
・
拡
大
に
寄
与
し
た

と
し
て
団
顕
彰
を
、
ま
た
カ
ブ

隊
に
は
他
の
模
範
の
証
と
し
て

隊
褒
状
を
授
与
す
る
事
が
決
議

さ
れ
、
そ
の
表
彰
式
が
、
五
月

十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
年
次
総

会
に
併
せ
て
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
前
島
団
委
員
長
と

丹
下
カ
ブ
隊
隊
長
が
代
表
と
し

て
出
席
、
団
顕
彰
の
盾
と
隊
褒

綬
を
授
か
り
ま
し
た
。

��
��

��
��

��
��

五
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
第

五
十
回
寒
川
町
剣
道
大
会
に
於

い
て
、
当
館
か
ら
六
名
の
館
生

が
出
場
し
、
小
学
生
低
学
年
の

部
二
十
五
名
の
出
場
者
の
中
、

三
年
生
宇
田
川
航
基
君
が
見
事

敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

週
に
一
度
の
講
座
で
、
道
場

に
通
う
子
に
比
べ
稽
古
時
間
も

少
な
い
中
で
の
入
賞
は
、
先
生

の
教
え
を
良
く
聞
く
耳
を
持
つ

素
直
な
心
と
、
集
中
力
が
導
い

た
結
果
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
当
館
の
剣
道
講
座
を

受
け
な
が
ら
町
の
道
場
に
通
う

館
生
も
八
名
出
場
し
、
小
学
生

高
学
年
の
部
で
、
四
年
生
久
志

本
聖
貴
君
が
五
人
勝
ち
抜
い
て

見
事
三
位
に
、
同
じ
く
四
年
生

金
澤
祥
太
郎
君
が
三
人
勝
ち
抜

き
敢
闘
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
自
信
を

掴
み
、
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み

で
あ
り
ま
す
。
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ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
寒
川
第
二
団

電
話
七
五－

〇
〇
〇
四
／
七
四－

〇
五
五
一
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神
様
に
善
行
を
施
し
た
お
礼
と
し
て
授
か
っ
た
悪
疫
除
け
の

茅
の
輪
く
ぐ
り
。｢

水
無
月
の
な
ご
し
の
祓
す
る
人
は

ち
と

せ
の
命
の
ぶ
と
い
ふ
な
り｣

と
平
安
歌
人
も
詠
ん
で
い
る
。

半
年
間
の
罪
穢
を
祓
い
、
清
々
し
く
残
り
半
年
を
過
ご
そ
う

����
����

����
����

����

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な

ど
に
お
頒
け
す
る
木
札
で
す

�
水
無
月

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
六
日(

木)

午
後
二
時
〜
三
時

�


�

寒
川
神
社
参
集
殿
※
入
場
無
料

(

申
込
不
要)
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薬
剤
師

福

富

大

樹

�
�

�

電
話
〇
四
六
七(

七
五)

六
六
八
〇

寒
川
病
院
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看
護
師

澤
井
麻
依
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
六
月
一
日

�
�
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�
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�

看
護
師

�
松

直
子

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
六
年
五
月
三
十
一
日

あ
り
ま
す
。
多
数
の
日
本
人
の

未
破
裂
脳
動
脈
瘤
を
観
察
し
た

研
究
が
最
近
報
告
さ
れ
ま
し
た

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
脳
動
脈

瘤
が
破
裂
す
る
割
合
は
１
年
間

に
約
１
％
程
度
で
、
そ
の
割
合

は
動
脈
瘤
が
大
き
く
な
る
ほ
ど

高
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
比
較
的
小
さ
い
３

㎜
程
度
の
動
脈
瘤
と
の
比
較
で

は
、
８
㎜
程
度
の
動
脈
瘤
で
３
・

３
５
倍
、
25
㎜
以
上
の
動
脈
瘤

で
は
75
倍
も
破
裂
す
る
確
率
が

高
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
合

的
に
考
え
て
、
ど
の
よ
う
に
治

療
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
し
ば

ら
く
経
過
を
見
る
の
か
を
判
断

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

脳
動
脈
瘤
が
ど
う
し
て
で
き

る
の
か
は
、
ま
だ
完
全
に
は
わ

か
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し

脳
動
脈
瘤
と
関
連
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
も
の
に
、
高
血
圧
と
喫

煙
が
あ
り
ま
す
。
血
圧
を
正
常

に
保
つ
こ
と
や
禁
煙
す
る
こ
と

に
よ
り
脳
動
脈
瘤
が
で
き
た
り

大
き
く
な
っ
た
り

す
る
可
能
性
を
低

く
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

外
来
に
は
頭
痛
を
訴
え
て
来

ら
れ
る
方
が
し
ば
し
ば
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
多
く
の
方
が

脳
梗
塞
や
脳
腫
瘍
と
い
っ
た
病

気
を
心
配
し
て
お
ら
れ
て
、
頭

部
の
検
査
を
希
望
さ
れ
ま
す

今
回
は
、
そ
う
い
っ
た
頭
部
の

重
大
な
病
気
の
一
つ
の
く
も
膜

下
出
血
の
原
因
と
な
る
脳
動
脈

瘤
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま

す
。脳

動
脈
瘤
は
、
そ
の
字
の
通

り
、
脳
の
動
脈
に
で
き
た

｢

瘤

(

こ
ぶ)｣

で
す
。
動
脈
は
心
臓

か
ら
送
ら
れ
る
血
液
の
通
路
に

当
た
り
ま
す
が
、
動
脈
瘤
は
動

脈
が
二
つ
に
分
岐
す
る
部
分
に

で
き
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
内
頚
動
脈
、
前
交

通
動
脈
、
中
大
脳
動
脈
の
３
つ

が
最
も
動
脈
瘤
が
で
き
や
す
い

動
脈
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
男
女

で
は
、
脳
動
脈
瘤
は
女
性
に
や

や
多
く
み
ら
れ
、
男
性
の
約
２

倍
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

脳
動
脈
瘤
は
、
頭
痛
な
ど
で

病
院
を
受
診
し
た
際
に
受
け
る

Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
偶
然
発
見
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
そ
の
ほ
か
に
は
人

間
ド
ッ
ク
で
行
わ
れ
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ

で
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
頭
痛
な
ど
の
検
査
で
偶
然

発
見
さ
れ
た
り
、
人
間
ド
ッ
ク

で
発
見
さ
れ
た
り
し
た
脳
動
脈

瘤
は
、
破
裂
し
て
く
も
膜
下
出

血
を
起
こ
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
か
ら
未
破
裂
脳
動
脈
瘤
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

未
破
裂
脳
動
脈
瘤
は
、
破
れ

る
と
命
に
か
か
わ
っ
た
り
重
い

後
遺
症
を
残
し
た
り
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
破
れ
な

け
れ
ば
何
も
症
状
が
起
こ
り
ま

せ
ん
。
動
脈
瘤
が
破
裂
す
る
可

能
性
が
高
い
の
か
、
そ
う
で
は

な
い
の
か
、
見
極
め
る
必
要
が
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兄
弟
仲
良
く
茅
の
輪
を
く
ぐ
り

無
病
息
災
を
願
う
子
供
達

頭
と
体
は
初
夏
を
充
分
理
解
し
て

い
る
が
、
不
思
議
と
心
は
長
袖
を

恋
し
が
り
、
手
離
し
た
く
な
い
と

思
っ
て
し
ま
う
。

(

尚)
更
衣

こ
ろ
も
が
え

。
全
国
一
斉
に
制
服
が
夏
服

(
半
袖)

に
切
り
替
わ
る
。

柿
若
葉
使
わ
ず
捨
て
ず
石
の
臼

金
指

月
光

紐
替
え
て
今
年
も
被
る
夏
帽
子

根
岸

君
子

新
調
の
藍
の
の
れ
ん
や
夏
め
き
ぬ

飛
石

槿
花

燕
来
る
駅
に
新
た
な
時
刻
板

菅
沼
う
め
の

春
寒
し
手
の
甲
で
み
る
味
加
減

金
子

つ
ぢ

丹
沢
に
朝
の
月
あ
り
田
水
張
る

芹
澤

徳
光

葉
桜
の
静
か
な
寺
と
な
り
に
け
り

岩
田
美
代
子

歓
声
が
や
が
て
無
口
に
潮
干
狩

松
本
美
智
子

遠
足
の
子
が
母
に
買
う
ス
ト
ラ
ッ
プ

松
村

信
篤

狛
犬
の
足
撫
で
て
行
く
遠
足
子

倉
谷

節
子

雨
蛙
雨
が
ほ
し
い
と
鳴
き
に
け
り

竹
村
真
砂
美

蝸
牛

か
た
つ
む
り

子
等
の
声
湧
く
通
学
路

山
本

朝
子

近
道
は
馴
染
み
の
多
く
か
た
つ
む
り

宮
入

つ
る

て
で
虫
の
暫
く
ぶ
り
に
動
き
出
す

四
ッ
車
梢
月

雉
子
の
声
畑
に
響
き
て
夕
迫
る

浦
野

房
子

五
月
晴
足
だ
け
見
え
る
梨
畑

皆
川
志
ん
ご

藤
房
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
棚
く
ぐ
る

菅
沼

保
幸

洗
た
く
の
か
ら
り
と
乾
く
窓
若
葉

露
木
て
る
子

母
見
舞
う
初
音
の
声
に
母
の
声

原
野

楽
天

ふ
る
里
の
便
り
伝
へ
る
ひ
ば
り
笛

伊
藤

公
一

雪
や
な
ぎ
菜
の
花
れ
ん
ぎ
ょ
う
桃
さ
く
ら
友
と
の
再
会
爛
漫
の
春

稲
垣

武
子

電
線
並
ぶ
す
ず
め
は
一
列
に
明
る
い
鳴
き
声

｢

も
う
春
で
す
よ｣

三
留
と
く
子

久
び
さ
に
お
好
み
焼
き
を
つ
く
ろ
ふ
か
春
の
音
さ
せ
キ
ャ
ベ
ツ
を
刻
む

堀
江

照
子

ウ
ィ
ル
ス
に
因
り
伐
採
さ
れ
た
る
青
梅
梅
林

夫
と
訪
い
に
し
思
い
出
の
里

宮
治
友
美
枝

さ
く
ら
草
さ
く
ら
色
濃
く
咲
き
初
む
に
玄
関
の
か
ど
明
る
く
見
ゆ
る

徳
江

道
子

真
向
か
い
の
木
立
の
枝
の
茂
み
き
て
青
鷺
巣
造
る
季
の
近
か
り

宇
田
川
時
子

桜
咲
き
母
の
命
日
大
好
な
花
に
囲
ま
る
笑
顔
の
浮
ぶ

土
屋
ト
ミ
子

江
ノ
島
の
水
族
館
に
見
る
ク
ラ
ゲ
優
美
な
舞
に
足
止
め
見
入
る

浜
田

寿
子

孫
生
ま
る
可
愛
い
い
あ
く
び
に
小
さ
な
手
無
垢
な
姿
に
時
を
も
忘
る

山
口

幸
子

小
さ
な
背
ト
ン
ト
ン
た
た
き
子
守
歌
わ
が
手
の
中
に
眠
る
曽
孫

山
根
喜
美
代

孫
の

｢

翼｣

中
学
生
と
な
り
し
朝
庭
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
大
き
く
開
く

亀
山

文
子

焼
き
立
て
も
冷
え
て
も
美う

味ま

き
焼
き
芋
に
吾
が
性さ

が

重
ね
味
わ
い
て
お
り

安
藤

慧

冬
晴
れ
の
畦
道
散
歩
風
は
ま
だ
寒
く
も
草
の
芽
ぶ
き
明
る
む

川
島
惠
美
子

亡
き
夫
の
好
み
し
花
の
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
墓
前
に
供
う
今
日
初
彼
岸

天
利

春
枝

梢
た
か
く
こ
ぶ
し
の
花
の
白
み
ち
て
陽
の
さ
ん
さ
ん
と
照
ら
す
に
匂
ふ

平
澤
ま
さ
え

夫
病
む
に
思
い
悩
め
る
日
々
に
し
て
よ
う
や
く
片
付
く
書
類
の
一
つ

岡
元

芳
子

く
れ
な
ゐ
に
葉
よ
り
萌
え
出
づ
山
櫻
ま
白
き
花
の
葉
陰
に
ゆ
る
る

杉
本

照
世


